
|日

乗

院

関

係

近

世

文

の

明
治
初
年
以
降
奈
良地
方
法
判
所の
事
，M仰
室
とし
て
使
用

さ
れて
い
た
興
福
寺一采
院
炭
鍛、
殿
上
及
び
玄
凶
な
ど
が、

昭
和
三
十
七
年
四
月
九
H
且
必
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た.

そ
れ
と
前
後
し
て
県
庁
川
辺
一

刊
の
強
備
計
画
に
作
い、

終

判
所の
両 日似の
道
路が
十
九m
狐
必さ
れ

、

法
判
所の
新

庁

生け
が
建
設
さ
れ
るこ
と
が
決
定し
た
の
で 、こ
れ
ら
の
辿
物

を
他
所へ
移
築せ
ね
ば
な
ら
な
く
なっ
た ・
山北
物は
山
抑
制従

与の
山
能
満
院
に
移
処
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

附
和
」一
十
九

年
六
川
六日
後
山仰
い入
が
取り
行
わ
れ
たの
で
あ
る ・
山桝
股
そ

の
他
建
物の
解
体
的伊
築の
開
始
と 、
法
判
所
新
庁舎の
悠
設

の
川
を
利
川
し
て
山
紡
あ
る一
釆
院
山山
隊
跡一
仰
を
発
似

品

作 .
す
ゐ'
』
との
依
災
性は
Mm
に
必
め
ら
れて
い
た
の
で 、
移

譲
工
事と
は
別

簡に
県
庁
内に
「
則
一

釆
院
池
山例
発
似

訓

査

妥

nHAぶ
(
代
表
者
・
大
阪
山
立
大
学
教
授
浅
川判
的
氏〉
」

を

設
け 、
県
教
育
委
ハHAぶ
が
川
査
を
妥
似し
た
もの
で、
古川・
μ

国
立
文
化
財
研

究所の
庇
史
研

究

室
及
び
辿
造
物
研
究

室
日以

が
協
力
し 、
附
和
三
十
八
年
三
刀
か
ら
湖
上位
をは
じ
め、
一

箇
月
に
わ
たっ
て
行っ
た ・
その
経
過
附
報は
本
研
究所の

昭
和=一
十
九
年
八
月
発
行の
年
制m
o
ghO
及び
県
教
育
委

μ会
刊
行の
「
瓜
波文
化
財旧一
釆
院
炭
搬・
殿
上
及
び
玄

関

移

築

工

事

報

告

』
」

に

当

研

究

所

平

以

官

発

似

訓

資

部

此

℃

雌

主

な
、

八

引
車
u

刈

技

山闘

が

品開

惜

し

払

も

路

間

遺

跡

を

担

当

し

た
・

な

お

後

民白

制

叫

に

当

っ

て
、

m
.

ニ

ロ

第

六

節

「

巾人

的
考
・奴
」

と
し
て
弘が
従
供
し
て
お

い
た
一
来
院
関

係
近
世

史
料は 、
前六
凶
作T
閣制
.以
前
/
切
ま
で
に
は
ぷ
悠
政の
もの

が
多
く、
従っ
て
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず、一し
が
純化H
Aに
ω

旧
一
衆
院
関

係
近
世
文
川の
収
集

室田

収
集

政
の
分
も
完
全
と
は-v一ロ
え
な
い.

ζ
こ
に
一
衆
院
幼
官
二
条

幻
采
日
記
な
と
を
摘
記し
て

、

究、
氷
十
九
年
十
二
月
二

十
六

日
焼
失
以
前
に
は
どの
よ
う
な
建
物
が
あ
っ

た
の
か 、
その

う
ち
段
長
期
か
ら
弘、
氷
川則
に

か
け
て
建て
ら
れ
た
の
は
ど
れ

か 、
火
災
後
肢
安
三
年
川
興
ま
での
事
的
な

ど
に
閲
す
る
記

録
を
術
必
し一
来
院
考
・祭の
参
考
に
供
し
た
い
と
川心・
コ ・

ー 、
火

災
当

時
の
必
MM

立

ぷ

|

九

年

ニ

糸

守

主

行

釆

(
旧
川出
井文
山叩・}火
山
同
九
飢
叫川
誠)

御
門
主
二日
川
親
王

将付品
川仰
と
中
し

御年
三
十

五
成
也

一

釆

院

御

門

跡

炎

上

之

hM

山

也

御

寺

山仰

当

年

ま

て

廿

一

年

御
執
行
被
成

険

当
院
と
御
所
線
御
弟
PT
M仰
也
官J
近
衛
政
大
御
所
様
と
は
御

兄
必
也何

十一
月
廿
七日

府
梁
(
花
押〉

〔
本
文〕
十
一
月
廿
七
日

米
官
祭
礼
也

(怠)

廿
七
日
天
気は
能
候へ
と
も
早
天
よ
り
風
吹
以
外に
さ
む

く
御
座
候日
也
祭
礼
之
出
仕
丹
波
寺
主
幻
釆
五ツ
過
，S出

仕

小

紋

状

等

ハ

法

限

立

釆

飢

故

名

代

山

化

中

侠

因

縦

郎

総

加

山川

幡件

出

仕

込

も

税

之

名

代

也

別

会

宝

必

院

総

別

会

切一

土

院
大
か
た
話
役
相
川
巾
必
下
わ
た
り
わ
た
り
可
小
と
川
崎駅

内
に

州
以
町
い
か
に
も

小
山部
よ
り
午
刻
時
分
桜
に
火
を
山

(

怠
)

山中

内

凶間

以

外

ア

ラ

タ

吹
h
H
川

ι〈

川

へ

火

ツ

キ

巾・

ス

胤

中氷

山中

成

H
H
川

又

市 .

敏

之

新

い陀

焼

山・

そ

れ

よ

り

も

火

二

紡

成

官民

向

町

小

筋
町
す
い胞
の
町
ヤ
ケ
小
以
火
御
門
跡
へ
飛
御
HM
m似
之ド

ネ
ノ~

建
造
物
研
げh.7l. 
'*' 三

方
新
御
殿
上
火
ツ
キ
夙
に
て
吹
付
申
此
御
殿
と
中は
一
乗

(附)

院
殿
御
本
版
御
門
主
定附…
之
御
科
山内
之
御
殿
也
天
日開
年
中

立
小
山M
殿
也
七
百
年
アマ
リ
に
て
も
依
は
ん
や
古
御
殿
火

何
と
も
ケ
シ
中
市什
難
成

八
万へ
火
旭
中
候
ゆへ
新

御
阪
を

取
出
可
中
と
て
g
M
院
HM
似
幼
五
制
御
川
学
北「
仰す一
服
M

M川
川v .nA
バ
外
竹山
山肌ハ
シ
リ

刷畑
中
外かは
の
し
とみ
をハ
H比

が
打や
ふ
り
小
紋へ
と
も御γ
シ
外か
は
先
御
門主
時
勢

同開御
山
桜
之
刻
外の
御ツ
シ
為
川心
と
被
仰
似て
い
か
に

も

よ
犬
に
彼
成

火

打は
な
し
小
山什
難
成は
や
火ヲ
チ
か
か

り
小

紋
依
併
と
け
し

か
ね
小
紋
般的
新

御
阪
何
も

炎
と

ほ

(
広
閃}

も

/\
歎
カ
シ
キ いが
也
新
御
刷刷火
殿
上
御
腕
け
ん
く
わ
ん

{
公
4m・
鋼
所)

ヘ
ツ
キ
米
中
風
あ
ら
く
吹
付
対
耐
政
政
九
帖一
度に
焼
失

(拡カ)

什片
火

御
州
大
桃
川ツ
キ
門
之
御
前
LL

台
所
之
方/
御
縦
三

〈性)

ツ
大
台
所
小
性
従
向
次
長
um一
度
ニ
焼
失
門
之
御
前
火

阿

之
御
殿
へ
っ

き
巾
候
此
御
殿ハ
去
年
院
御
所
除
品川
小に
て

一
之
結
構
成

御
殿
被
進
候
京
郎
ぷ
去
年
御
取
ょ
せ
此
方
へ

引
祈e」
と
/\
政
御
物
入ノ
御
殿
也
内
士山よ
り
火
共
御

殿
付
焼
巾
候
長
講
堂
へ
ら
う
か
ヤ
ケ
中

候
御
持
仏
裳
焼
長

議
食
付
焼
小
紋
円K
m
立
火
に
て
阿
似
陀
院
伯
作
院
怒
時
院

愉
山氏
い也
此
幼
と
も
や
け
巾
倣
此
長
講
設
は
+u
之
炎
上
後
久

(
w
uwv
 

立
水
中

大
作
院
政
御
代
ニ
モ
雌
成

処
ニ
当

御
門

主
将
覚
様

女
院
御
所
様へ
数
年
御
紙
被
成

当
院

之

御
所
附W
K
院
御
所

防
御〈日
必
米
弐
千 .心
余
爪二
年・
斗
もメVH
尼
仕
候
結
悦
立

小
紋
御
本
時ハ
むか
し
阿
弥陀
仏
也
わ
きた
ち
も同
前A，
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国
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度
之
炎
上
に
も
此
御
本
鳩
山
ノ

市
き
と
く

也
山
間
即位
兵
衛

と
申
仁
取
出
巾
候
わ
き
立
も
間
前一
段
手
か
ら
む
御
門
主

隊
御
蔵へ
御
成
に
て
将
軍
機
御
三
代
之
御
朱
印
取
御
山
侠
(姓}

御
自・
身
持
出
候
内
に
前へ
急-一
火
ヲ
吹
付
巾
侠
ゆへ
小
性

向
人
大
蔵
院
発
明
成
身
院
教
忍
な
と
奥へ
は
し
り
入
御
門

主
早々
御
出
候へ
と
此
氷
申
候
則
御
供
申
大
慈
院へ
滋
務

中
院
之
民
腕
申
候
間
大
慾
院ア
フ
な
く
候
附
御
門
主
様
大

事
之
儀ニ
て
成
身
院へ
可
在
御
座
之
山
名
・4仰
益
見
巾
上

候
処ニ
兎
も
角
も
と
仰
出
成
身
院へ
御
成
申
候
我
等ハ
御

タ
ヒ
所ヨ
リ一

衆
院
殿へ
火
付
ゆ
と
凶
別
会
も
権
別
会
も

つ
ね
事
に
て
加熱
之
候
問
神
前ニ
ハ
別
会
掛川
別
会
図
岬駒
郡
維

部
此
三
入
居
申
候
て
早々
一
衆
院
殿へ
か
け
付
申
候へ
と

(袋)

も
と
ゆ
問
将
来
之
鉢ニ
而
は
し
り
申
候
処-一日抑
止副
院
之
し

は
に
て
御
門
主
様
成
ew閉
院へ
被
成
御
座
候ニ
懸
御
目
申
侠

状
等
も
御
供に
可
参
自
候ヘ
ハ
大
慈
院
あ
ふ
な
く
と
ま
り

は
や
/\
大
慾
院へ
参
候へ
と
御
成
心
立
候
聞
大
慈
院に

て
将
来
を
庭
に
て
取
申
陥
木
之
ホ
ラ
之
中へ
衣
将
来
と
も

入
や
ね
へ
上
り
申
候
中
院
屋
焼
ゆ
侠
ま
て
は
西
国臥
に
て
候

へ
と
も
未
申
胤
又
成
巾
候
制州
政
院
笈
徳
院
総
申
大
慈
院ハ

く
る
し
く
無
之
と
て
大
波
此
事
也
(
下
略〉

同
(
十
二
月〉
九
日
(
前
略〉

一
今
度一
釆
院
搬
炎
上
仕
候
て
大
小
練
数
廿一一一一一
も
焼
失

仕
侠
相
残
申
候
は
御
車
度
来
之
北
門
北
方
丑
と
ら
角
之
米

センと

政
此
分
や
け
残
骸山田
替
申
候
隆
作
の
つ
く
り
し
北
而
目挺
御

せ
ん
すレ
岩
と
も
木
は
不
及
中
山官
焼
ク
タ
ケ
中
何
の
や
く

に
も
不
立
中
御
殿の
石
すへ
は
不
及
中一
つ
も
や
く
に
た

ち
不
中
候
岩
木
は
後
世
に
も
可
有
御
応
御
・挺
も
見
事
可
被

成
候
は
ん
か
前々
ぷ
御
代
と
よ
り
の
御
道
具
殊に
は
経
論

盗
教
御
芯
録
と
も
母
出
と
も
無
残
焼
失
申
近
演
は
御
門
主

務
勢
際一
釆
院
鍛
近
代
之
御
学
盗
山山
御
寺
務
を
も
五
十
年

斗
も
御
持
被
成
候
天
下-一
無
限
御
学
衆
也
野
道
も
同
前
之

事
仰}
(
下
略)

同(
十
二
月〉
十
六
日
天
気
御
門
主
様
今
日
従
京
郎
越
御

一
今度一
衆
院
殿
焼
失
之
，義
江
戸へ
も
聞へ
将
軍
機
に
も

被
及
聞
召
御
奉
行
衆へ
被
仰
出
候に
て
松
平
伊
豆
守
殿
阿

(部)

(郎)

辺
対
馬
守
殿
阿
辺
立
後
守
殿
此
三
人
御
奉
行
衆
，S
蒙
上
立

又
飛
脚
山県
江
戸
ぷ
京
ま
て
四
日
ふ
り
に
上
着
仕
之
候
由
也

右
之
御
府中行
氷
山池
判
に
て
御
折
紙
参

(笑-H)

公
方
様に
も
此
比
被
及
間
召
咲
正
に
被
思
召
候
早
述
飛
脚

に
て
被
仰
入
候
との
仰
中
侠委ハ
其
本
山口ハ
御
門
跡
可
在

之
者
也
板
倉
閃
防
ん寸
殿
ま
て
御
飛
脚
参
倒
防
守
殿ヨ
リ
京

都
に
て
御
門
跡
級
相
波
被
申
候
川
今
日
御
門
主
同僚
御
持に

て
御
下
向
之
事
也
山佐
御
家
中
衆
も
拝
見
申
候へ
と
被
仰

候
て
頂
波
中
了

と
あ
る ・

以
上
に
よ
り 、
立
永
十
九
年
十一
月
廿
七
日
御
祭
当
日
火

災
の
有
様
が
わ
か
る
と
同
時
に 、
そ
の
時・に
焼
失
し
た
悠
物

の
種
類
と
佼
残っ
た
建
物の
種
類
及
び
笹
者
は
寝
殿
が
天
日開

創
始
以
米
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
や 、
凶
御
鍛
や
長
誠
盆

が山骨岡
市対の
建
物
を
移
し
た
り 、
長
年
欠
除
の
ま
ま
で
あっ
た

の
を
東
悩
門
院
の
幼
力
に
よ
っ
て
火
災の
少
し
前に
復
興
さ

れ
た
事
的
な
ど
が
判
る 。
ま
た
火
災
直
後一
釆
院
門
跡
噂
労

相棋
王
が一
衆
院
復
興
の
た
め 、
将司平
家に
隙
悩
すべ
く
自
ら

関
東に
下
向
し
た
総
子
も
判
る 。

H 、
山出
口次
期
よ
り
立
永
則
ま
で
の
修
鹿
又
は
別
設の

資
料

既
に
焼
失
し
た
こ
れ
ら
の
建
物
の
う
ち 、
波
長
度に
-M
殿

及
び
段
上
廊
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
三
会

定一
記
に
よ
っ
て
判
明
し
た
が 、
近
世
に
なっ
て
改
修
又
は
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新
設
さ
れ
た
も
の
が
幾
つ
か
あ
るこ
と
が 、
脱
長
十
五
年
か

ら
立、氷
末
年
ま
で
の
「
日々
記
抜
出」
に
あ
る
の
で
こ
れ
を

紹
介
し
よ
う ・

a 、
一
衆
院
二品目
立
来
日
記

(
旧
保
弁文
庫・
天
恕
図
VU
館
所
蔵〉

波
長
七
年
九
月
十一
日
糸
桜
木
御
陵へ
御
ウエ
候

刷出
長
十
年
五
月
十
日
御
門
跡
様ノ
政
之
間ヨ
リ
御
ナ
γ

ト
ヲ
コ
ホ
チ
テ
御
作
市
也

(客駁}

慶
長
十
二
年
八
月
阪
日
キ
ヤ
ク
テ
ン
今
日
ヨ
リコ
ホ
チ

タ
テ
ナ
ホ
ス
也
大
工
又
帰
リ

nu
大
工
源
三
源

六
間
人

山嵐
長
十
五
年
二
月
廿
七
日
御
門
跡
様
御
普前
也
材
木
口

ニ
大
波へ
久
右
衛
門大
弐
被
参
也

H

附
二
月
廿
二
日
(
前
略〉
御
門
跡
様
御
普
請
荘

之
也

(釣口m)

M

三
月
十
八
日
築
地ツ
リ
ヤ
南
方
築
地コ
ホ

ツ
也

H

H

廿
日
北
南
方
恨
石λ
ユ
ル
也

H

凶
月
三
日
築
地
ツ
ク
也
日
天
江
戸
屋
ぷ

築
地ツ
キ
ヲ
ト
リ
参
也

(地}

H

H

四
日
築
子
立
派
伏
見
衆
今
日ニ
山首

/\
築
地
仕
舞
申
也
郡
山
衆
迄
残
也

H

H

十
二
日
朝
ヨ
リ

築
地ツ
キ
四
時
分ニ

ツ
キ
ア
ケ
い削
除
迄
相
済
也

H

六
月
十一
日
御
門
跡
線
御
台
所
肉
祭
大
引

物
上
候
也

元
和
四
年
十
二
月
一一一
日

集
会
在
之

μ

十一
日
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七
ラ
ル
、
事
事
中
坊
ヨ
リ
作品

小H民
中
，J
U此
小
坊
代

官

所
ノ
人
足-一
而

二
三
日
砂

持
七
了

一
冗
和
四
年
十
二
月
十
二
日

御
絞
殿
八
間-一
節
ヵ
、
ル
内

ニ
ハH
皆
切
合
敷
幼
官
氷
山m
新
御
臥
ッ
、

キ
一
山

川

共
ッ
、

キ
併
問削
引
キ
ワ
ニ
れ
二
帖
放
七
机
御
住

也

立

永三
年
四
月
十
九
日
一
衆

院
殴
長
講

堂
針/
始

在

之

H

六
月
廿
四
日

御
門
跡
長
講
掌
上
棟
後
夜
時
分

，S
立
ソ
ノ
口
日
中
迄
ニ
僚
政
胤
迄
払
仕
舞
也

b、

見
永
十
年
ヨ
リ
承
応
四
年
マ
テ

円

三日比
抜
打川
(
山内
稲
オ寸
所
誠)

同(
克
永)
十六
年
正
月
十
五
日

t寸
的

然

十一
人
向

公

H

二
月
廿一
日
来
月一一一
日
ニ
新
御
願
御
開

帳

之
後
被
仰
山
也

以
上
に
よ
る
と、

跡目
ι川氏
か
ら
肌似
合
を
山間
っ
た
の
は
成
長
十

五
年
頃
の-』
と
で
あ
り 、

そ
れ
が
凶
(
又
は
凶〉

御
殿
と
林

せ
ら
れ
た
こ
と
と、
長
講
堂
針
初
が
究
永三
年
完
成
が
同

四、

五
年
頃
と
な
るこ
と
が
判
る・

於
日火
説
話
修
正
在
之

m 、

復
興
に
対
す
る
必
府
援
助
の
顛
末

究
永
十
九
年
十一
月
サ
七
日
焼
失
以
後一
来
院
は
どの
よ

う
に
し
て
復
旧
さ
れ
て
行
っ
た
か
を
興
悩
寺所
波

文
川
を
通

し
て
眺
め
て
見
ょ
う 。

へ

お

衆倣
来
日
記
(
興
福
寺
所
政)

克
永
廿
年
正
月
元
日
一
釆
院
御
門
跡

様
自

去
年大
心
経

院
ニ
御
座
候欣一
冗
日
御
祝

nlH
U
川町
昨
年
之
火

事
ニ
逢

ふ
て

円HU
(
下
略)

五
月
九
日

幻
釆
守

主
今
日一
附一
江
戸
上
沼

旧一
釆
院
関
係
近
世
文
書の
収
集

也
公
方
附w
d
御
お枯
れ
円U
御
HU
致
持
見
候
川
冬

火

事
子
細

従
公
方
同僚

御
態

/\
伝
之
跡地

御
満

口広

之
旨
ぷ
得
拭
立
候
悶
滋
被
差
進
出俄
仰
勉
御
念
之

入
候
段
上
聞
候
処
御
機
嫌
之
御
事
候
委
州
ニ
候

寺
主
可
為
・以
説
候
此
山
抽出
述
尤
候
久
々
時枝一 z口

四
月
サ
五
日阿

部
対
馬
山寸
反
政
判

阿
部
立
後
山寸
忠
以
判

怯
平
伊
豆
守
信
網
判

(山川)
小
川
左
京
克
鍛

加
此
御
案
文
也
小
川
と
み
て
中
部
を
唱
者
之
ぷ

か
と
小

同(
六
月)

十
五
日
上
向

法

眼

笠

来
病

気-一

一間
無
本
版
今日
日
中-一
死
去
申
也八
十一
政
治

采
親
父
也

正
保=一
年(
正
月〉
閃
廿一
日
中
院
展
上
保山総
悶ツ
時

分ユ
本
格
地
政
市
仮
搬
ぷ入
仏

H
〈
凶
月)
同

廿
九
日

公方
綴

ぷ
御
門

跡

へ
鋭

子

三
百

枚
わ
た
二
宵

犯

大
御
所
綴
ぷ
御
門

跡
へ

州政
子
宵
枚
御
あ
わせ
十
前一
御
使
期間
加
賀
守
殿

今
川
式
部
制大
納一一一一口
線
ぷ
御
使
牧
師判
内
匠
殿

と
あ
る .

避
え
て
廿
一
年
に
は
中
山山
左
京
が
聞
東
江
戸
に
下

向
いり
心
ぷ
行
次
へ
の
陳
情
に
努
め
た 。

" b、

山
釆
日
必
(
旧
保
井
文
出
・
天
削枇
凶川HM
館
所
政)

究
永
廿
一

年
帆
三
月
十
日

一

今
日
中
沼
左
京
を
江
戸
へ
被
泣
公
方
綴
江
一
-衆
院
殿
不

抜
焼
失
仕
供
川
御
公
必
へ
被
仰
上
将
平
江
御
歎
仰
上
候
処

ニ
御
奉
行
氷
之
引
耐
御
取
合
よ
く
御
陵
候
に
よ
り
将
平
悌

に
も
御
聴
被
成
一
栄
院
立
可
被
進
之
山
被
仰
山
候
御
年
寄

(川}

衆
，S
も
但んベ
御
返
市
川
板
倉
悶
防
内寸
殿へ
公
方
様
より
御

駁
被
仰
波
候
也
中
沼
左
京
二
ヶ
月
あ
ま
り
江
戸
に
相
訪
申

供
奉
行
衆
へ
毎
日
の
や
う
に
罷
出
御
訴
訟
被
巾
上
候
ニ
付

公
方
様
に
も
能
御
取
立
中
候
御
用
心
之
段
ハ
中
招
左
京
手

刷
之
笠

也
左
京
江

戸
よ
り

罷
上
り
御
川
跡
可
被
進
立

之
御

物
話
と
も
示
り
て
上
下
M
山
度
印刷
共
なり
と
山中
功
也

と
あ
る
の
に
よっ
て
判
るe

w、
正
保
四
年(
俊
安一死
年)

よ
り
完

成

ま
で
の
資

fr

 

本小

火
災
前
後
の
一

釆
院
川
跡
托
戸
下
向
と
い
い
廿
一

年
三
月

よ
り
二
ヶ
月
間

の
中
沼

左
京
の
お中
行

衆

へ
の
働
き
か
け
と

い
い 、

主
従
共
に
よ
く
ね ，
は
り

彼
い
て
再
興
汗
可
を
と
り

つ
け
た・

し
か
し
尖
際
に
金

子

持
制
す
る
ま
で
に
は
約三

ヶ
年
を
要

し
た
よ
う
で
あ
る.

c 、
引
釆
日
-M山
〈
興
一制
止吋所
必)

正
保
四
年
九
月
十
一
制

御
暇
被
下
五
ツ
時
分
ニ
笠
城
阿

部内且
後
守
般
阿
部
対
応
守
防
大
沢
左
京
殿
被
仰
波
也

諸
飢
物
有
之
御
率
性
之
趨

従一
釆

院
殿
御
品川U

添

致

拝
見
候
今
度
御
造

岱
之
儀

被
仰山
侠
同地

板
倉
周

防
守

相
辿

御
満

悦
之
山
務
待

目
立
候
依
之
為
御
願
彼
法
進
御J丸
山附ニ
テ
右
之
通

及

上
山
御
文
儲
御
前
に
被
差
出
御
念
之
入
候
段

御
機
嫌
御
事
候
此
由
笈
有
洩
述
候
久
A
謹
言

九
月
十一
日

阿
部
対
応
守
判

阿
部
盟
後
守
判

松
平
伊
豆
守
判
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足

代
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銀
三
百
此
目一
采
院
殿
に
白
川
之
寺
為
引
料
被
泣

候
間一
来
院
殿
幼
官
に
手
形-一 一倣
倉
周
防
守
御
良

判
被
相
波

nU
可
出
勘
定
HUA
等
当
院
添
状
之
以
米

之
手
形ニ
而依…
之
候
以
上

右
三
人
ボ
行

九
月
十一
日

久
只
因
餅
守
般

的H
弘
丹
波
守
隊

隣
地一
郎
左
術
川
股

一
制
仲介
山川
左
術
川
股

点岬
川
山
兵
術
殿

此
予
形ハ
大
以
御
金
打。
行
品れ
わ刈ニ

円U
り
小
し
け内

外
幼

nU
手
形ニ

〕似合
同川
防
守
殿
御
災
判

門U
小

沼
左
京
市
北白ニ

而
一一一
百
貨
日
之
銀
子治
取
巾出口
仕

二
条
法
眼
幻
采
中
沼
左
京一冗
知
右
両
人へ
判
仕
周

防
守
殿ノ一
災
印
取
寺
主
源
来
上
京
也

(朱)

慶
安一冗
年

お来
日
記

〈小)

五
月
十一
日

御
門
跡
御
滋
御
普
請
大
工
古
屋

出
米H

十
四
日

同
所
御
山町
初
日
用
入
札
今
日
定

山叩
倣
材
木
円U
山
米

六
月
四
日

御
門
跡
御
殿/
材
木
木
作
川俊…
水

為
付か
ね
小
候
が
川
所
管川大じ
卜人
斗
参
材
木

を
円川
U
木
一Mm
付
て
材

木門川U

H

三
年
三
月
十
六
円

一
御
門
跡
新
殿
山
米ニ
付
今
日ハ
角
南引け
院
御
移
従

被
遊
也
御
同
学
然
以
外
之
者
向
公
御
祝
儀
進
上
也

京
剛山

門U
も
御
祝
義
/
御
使
者
有
也

と
あ
る .
一
来
院
内山
殿
西
北
隅
木
地 一代川
銘
に
「
俊
安
二
年
云

んこ
と
あ
る
の
が 、
こ
の
記
録
に
よ
り
立
-ぶ
さ
れ
た
こ
と
に

な・
?フ .V 

一
衆
院
へ
の
水
路
の
資
料

円以
後
の
と
こ
ろ
で 、
一
衆
院
庭
園
に
関
係
あ
る
水
路
の
資

料
を
集
録
し
て
見
ょ
う ・

正
保
三
年
正
保
三
年
両
人
目HM山
(
興
福

寺所
蔵〉

H

十
二
月
朔
日

中泥
水
/
市了一一
付
中
分
再
発
仕
自

大
采
院
政
六
万
衆
五
人
以
科
吋
・行
山ニ
付
大
来
院

隙へ
小
沼
左
京
杉
以
兵
部
両
人
被
泣
六
万

円UU

(水}
定
永ノ
が一
来
院
政
d
U
仰
付
依
山
被
仰
泣
候
依

卯
科
停
止
彼
成
公
ぷ
沙
汰
と
布
之
が
也
此
点
水

ノ
市什ハ
阪
和
年
中・-
一
来
院
殿
御一
代-

二管悩

円Uハ
初
ル
水
上ニ
大
.A--
口
ノ

瓦
ヲ
切
付
川
中

(
水
分V

ニ
在
之
此
水
ヲ

円U
石
ト

名
付
此
お
ぶ
半
分
つ
L

-一
分
テ
春
臼
ノ
御
供
所-一
半
分一
来
院
殿へ
半
分

ト
在
之
御
門
跡
内氷
水へ
入
申
在
也
此
時
ノ
泉
水
/

名ハ 一
泊
仲間
水
ト

申
山}
此
水

門U
申
事
態
成
也 ・

正
保
四
年

間
人
日
記

H

二
月
十
三
日

応
山
隊
御
下
向
御
宿
幼
金
政
院
新

能
御
見
物

H

十
七
H

今
度
応
山
保
御 値
下
向
之
恨
大
釆
院

殿
仲介
五
郎
役
必
等
去
年
ぷ
定
之
水
泣
人
候一
釆
院

殿
へ
も

門U
衆
然
小
仰
付
紋

円U
少
可
彼
成
小

n
U
此
水一
采
院
殿
御
成
水
門
U
水ハ
水い胞
川
/

(一一vロニ
分
水 戸れ
ア
リ

此
お
U
ノ

九
ト

モ
中
又
三
光
一わ

ト
モ
巾
彼
布
ヨ
リ

此
水
ヲ
分
テ
岱
日
御
供
所
ト一

采
院
殿
へ
ト

分
巾
也
去
年
御・μ
水
ノ

水
不
米
御
不

審
ヲ
仕
候
処

三宮初
大
釆
院
般
五
師
役
者
寄
合
中

院
展ノ
泉
水

新口-一
水
ヲ
取
中
候
事
ヲ
タ
ク
ミ

彼
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水
御
供
所へ
沢
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泣
シ
其
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院
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流
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テ
五
郎
学三
m
彼
分
水
ノ
所

へ
山
木
ヲ
切
先
ヲ
築一
来
院
駁へ
は
水
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参
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仕
間
御
門
跡へ
御
返
尤
定
申
者
有
之
紋
(
中
的〉

御
娯
家
方
各
々
御一
所ニ
一被
成
候
予
nu一
衆
院

殿
内氷
水
ノ
事ハ
機A
之
子
細
に
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袈
/
旧
記-一

モ
在
之
御
成
水ヲ
金
総
池
ト

サス
此
池
ノ
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一
糸
院

御字ユ
始
テ
御
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リ

水
弥
之
チ
細
有
之
水

之
名ハ

制怜
水
ト

小
也

と
あ
る ・
勝
以
時
代の
池
-M叫
ん
話
室
町
時
代
忠
阿
弥
の
作
隆

治
跡
が 、
附
和一二
十
八
年
作の
発
射
訓
点
と 、
こ
れ
ら
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釆
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文
の
に
よ
っ
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切
る
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山
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と
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ま
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関
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っ
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し
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あ
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